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1 . 上田市の水道事業について
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1-4 ポンプ・配水池施設

1-5 管路施設



１-１上田市水道事業の沿革
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上水道：計画給水人口が5,001人以上の水道
簡易水道：計画給水人口が101人以上5,000人以下の水道
専用水道：自家用水道で居住人口101人以上又は一日最大給水量20m3以上

平成18年3月 市町村合併

上水道： 3事業 ・ 簡易水道 ：11事業 ・ 専用水道：１事業 ⇒ 15事業

上水道 ： 3事業 ⇒ 上田・丸子・真田
簡易水道 ： 4事業 ⇒ 岩清水・深山・武石・獅子ヶ城 ⇒ ７事業

事業認可変更 平成26年度 1次統合
（真田地区9事業統合）

給水開始

上田地区 丸子地区 真田地区 武石地区

（1923年） （1960年） （1959年） （1956年）

大正12年 昭和35年 昭和34年 昭和31年

事業認可変更 28年度 ２次統合

上水道 ： １事業 ⇒ 上田



1-2 上水道事業認可

■計画給水人口 157,050人

■計画1日最大給水量 91,561m3/日

◆事業毎の状況
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水道事業名 給水区域

計画給水

人口

（人）

計画１日最

大給水量

（m3/日）

給水人口

（人）

１ 上田水道 2・8を除く上田区域 113,000 65,500 99,004

２ 岩清水簡易水道 殿城地区の一部 360 50 183

３ 丸子水道 4を除く丸子区域、大屋千曲川左岸地区 27,000 15,200 22,224

４ 深山簡易水道 深山地区 260 360 120

５ 真田水道 菅平、傍陽地区の一部,長、本原 10,400 8,000 10,421

６ 武石簡易水道 7を除く武石区域,腰越地区の一部 3,930 1,920 3,668

７ 獅子ヶ城簡易水道 小沢根美しの国別荘地 2,100 531 24

計 157,050 91,561 135,644

8 長野県営水道 塩田地区、仁古田地区、小泉地区の一部 24,916 11,884 23,437

（28年4月1日）



[水源] ■29か所

[浄水施設] ■5か所
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表流水 井戸水 湧水

6か所 5か所 18か所

83,468m3/日 1,643m3/日 11,091m3/日

86.8% 1.7% 11.5%

認可最大取水水量 = 96,202 m3/日

施設名 処理方式 能力（m3/日）

染屋浄水場 緩速ろ過 56,500

石舟浄水場 緩速ろ過 9,000

腰越浄水場 緩速ろ過 4,200

〃 急速ろ過 8,200

鹿教湯浄水場 急速ろ過 2,800

赤井浄水場 膜ろ過 1,800

計

82,500
緩速:69,700m3/日(84.5%)
急速:11,000m3/日(13.3%)
膜:1,800m3/日(2.2%)

27年度 全体

給水人口(人) 135,644

年間給水量(千m3) 17,051

1日最大給水量(m3) 53,538

1日平均給水量(m3) 46,716

有収率(％) 86.0

普及率(％) 99.8

1-3 水源・浄水施設

（石舟浄水場）



１-４ ポンプ・配水池施設
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送水
ポンプ場

加圧
ポンプ場

配水池

38か所 9か所 91か所

地区
日平均給水
量（㎥/日）

日最大給水
量（㎥/日）

日1人平均
給水量
（㎥/日）

上田 31,584 35,251 0.318

丸子 9,053 10,090 0.405

真田 4,613 6,460 0.443

武石 1,466 1,737 0.397

全体 46,716 53,538 0.344



[管路]
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1-5 管路施設

管種別延長 (km)

地域
鋳鉄管
(km)

ダクタイ
ル鋳鉄管

(km)

鋼管
(km)

石綿管
(km)

硬質塩化
ビニル管

(km)

ポリエチ
レン管
(km)

ステン
レス管
(km)

全体延長
(km)

（A）

全体のうち、
耐用年数40
年を経過した

管路延長
(km)

経年化率

上田 37.3 421.3 22.2 0.0 34.4 11.8 0.3 527.3 53.0 10.1%

丸子 0.0 120.3 1.0 1.2 40.7 11.7 0.2 175.1 10.3 5.9%

真田 0.0 137.5 2.9 3.8 26.0 4.5 0.0 174.8 29.5 16.9%

武石 0.0 56.6 1.9 0.0 6.5 3.8 0.0 68.8 15.1 21.9%

計 37.3 735.7 28.0 5.0 107.6 31.8 0.5 946.0 107.8 11.4%

割合 4.0% 78.1% 3.0% 0.5% 11.5% 2.8% 0.0%

（※数値は28年3月末現在）

管種

耐震管 耐震性能を有する管

計
（Ｂ）

耐震適合率
（K形管含む）

（Ｂ/A）

ダクタイル鋳鉄管 配水用ポリエチレン管 ダクタイル鋳鉄管

NS・SⅡ・GX形 HPPE K形

延長（km） 21,6 31,8 238,0 291,4 30.8%

耐震管の状況

注)端数処理しているため延長は一致しない



2. 修繕工事の状況
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2-1 上田市の上水道修繕範囲

2-2 上田市の有収率

2-3 上水道の漏水原因



２-1 上田市の上水道修繕範囲
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【通常の管理区分(漏水以外)】

◆通常の管理区分は、官民界を境に局負担と所有者負担が分かれています。

したがって、民地側の量水器表函の破損等や移設については、所有者負担とな
ります。

局負担所有者負担



２-1 上田市の上水道修繕範囲
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特別扱い 【漏水 ・鉛管修繕の局負担区分 】

漏水修繕の局負担範囲 (鉛管を除く)

「鉛管」に関する局負担範囲

鉛管については全
線局負担です。使
用者に請求しない
ように留意してくだ
さい。



２-1 上田市の上水道修繕範囲

漏 水 修 繕 範 囲 の 具 体 例 １
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局負担箇所 ・ただし量水器移設が原則

量水器を可能な限り

官民界側に移設す

ることを条件に局で

負担します。

【量水器までの距離が著しく遠い場合】

第1止水栓



２-1 上田市の上水道修繕範囲

漏 水 修 繕 範 囲 の 具 体 例 ２
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【共同管の場合】

①民地であっても位置指定道路等
に埋設の共同管は、漏水修理に
限って、量水器まで局負担で対応し
ます。

②アパート等土地所有者が1人の
場合は第1止水までが局負担です
ので、注意してください。

局負担

局負担



２-1 上田市の上水道修繕範囲
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鉛給水管は全線局負担です。したがって下記の内容に留意をして
下さい。

1) 所有者より、漏水調査又は漏水修繕の依頼を

受けた場合は必ず鉛管の有無を確認すること。

・鉛管を発見した場合は、漏水箇所以外（量水器表函内

など）にも鉛管が残存していないか確認。

2) 鉛管であれば、上下水道局に連絡し、工事名

や施工方法について指示を受けたのち着工す

る。

鉛給水管の修理について



２-1 上田市の上水道修繕範囲
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3)漏水に関しては応急復旧を優先し、連絡は事後
でもよい。（ただし着工前及び作業写真は必須）

4)鉛管は一次側・二次側の区別なく、全て撤去する
ことを原則とする。

5)撤去等出来ない構造物の下や建物内まで鉛管が
伸びている場合は、作業可能な位置まで施工する。

6)一次側鉛管が本管まで続いている場合も原則とし
て全交換とする。

・道路掘削等の作業が困難であれば、その旨局担当者
に報告し今後の指示を受けること。



2-2 上田市の有収率
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平成27年度
上田市の漏水量

1日5,485㎥
25mﾌﾟｰﾙで12杯分

※有収率＝有収水量（料金徴収した検針水量）／配水量（浄水施設から配水した水量）

年度

地区

上田地区 92.9 92.4 91.5 91.3 93.4

丸子地区 66.5 64.9 67.4 69.8 71.7

菅平地区 41.9 38.0 40.1 44.0 48.6

真田地区 82.0 79.6 81.1 83.7 80.4

武石地区 63.8 69.4 69.7 70.4 69.9

全 体 84.1 83.1 83.3 84.1 86.0

H23 H24 H25 H26 H27

84.1
83.1 83.3

84.1

86.0

80

85

90
（％）

過去５年の全体有収率



2-3 上水道の漏水原因
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地区名 上田地区 丸子地区 真田地区 武石地区 全体

工事件数 （件） 94 53 12 10 169

工事費 （千円） 22,341 10,700 2,519 1,790 37,350

φ75以上 φ50以下

工事件数 （件） 17 15 137 169

工事費 （千円） 6,637 4,157 26,556 37,350

平成27年度 漏水修繕件数

給水装置
本管

合計

全体の漏水原因

地区名



2-3 上水道の漏水原因
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18%

11%

71%

工事費 φ75以上本管

φ50以下本管

給水装置10%
9%

81%

工事件数

全体
169件

全体
3,700万円

漏水修繕件数の80％が給水装置が原因。

さらに、90％がφ50以下の管路が原因。



3 . 給水工事の施工上の注意点
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３-１ ＰＥ管（金属継手）施工の注意点

３-２ フレキシブル継ぎ手施工の注意点

３-３ サドル分水栓施工の注意点

3-４ 甲分水、乙分水の栓止め・撤去



３-１ ＰＥ管（金属継手）施工の注意点
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◆ 事故発生日 平成28年1月15日

◆ 事故状況 ＰＥ管φ50（平成21年度施工）の路線で、午前7時ごろ、
水圧で突然抜け、路上出水と付近の水圧低下が発生。

◆ 原因 ＰＥ管φ50のソケットの片方が完全に抜け出して、漏水
が発生。



３-１ ＰＥ管（金属継手）施工の注意点
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リングが
残っている

パイプの抜け出し

継手内部（抜けた側）

ねじ山残り約4山
（約8ｍｍ）

ねじ山残り約2山
（約4ｍｍ）

リングが管端に
位置している

継手内部（抜けてない側）

管の破損状況



３-１ ＰＥ管（金属継手）施工の注意点
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リングが管端に
位置している

リングが管端に
位置しない

正常施工のパイプ

抜けたパイプ
抜けたパイプ

リングの
食い込み跡あり

リングの
食い込み跡なし

リングが管端に
位置している

リングが
残っている

正常施工との比較



３-１ ＰＥ管（金属継手）施工の注意点
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抜けた継手の原因 （施工不良）



３-１ ＰＥ管（金属継手）施工の注意点
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【重要】 施工不良をしないための注意点。

コアを打ち込む

時の、手の位置

に注目 ！



３-２ フレキシブル継ぎ手施工の注意点

フレキシブル継手は無理のない範囲で曲げること。施工が困難な
場合は、片側をポリエチレン管とするか、300㎜や400㎜の短いフレキ

シブル継手を使用すること。

【誤った施工】

【適正な施工】

※延長が400㎜や300㎜

のフレキシブル継手の使
用についても、状況に応じ
て使い分ける。
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３-２ フレキシブル継ぎ手施工の注意点
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500㎜あるフレキシブル継手を、200

㎜程度のスペースに押し込んだため、

可撓性が無くなり、接続部に無理がか

かっていた。

また、表函の底部に無理やり押し込

んだため、荷重が管に係っていたこと

も漏水原因と思われる。

取り外したところ、無理な力から解放

されたので、屈折部が伸びている。

写真では解りづらいが、ガイドナット

からシモク、異形ソケットにかけてたわ

んでいる。



3-3 サドル分水栓施工の注意点

サドル分水栓のボルト個所は特に腐食しやすいので、施工時のポリスリーブ巻きは

ていねいに巻いてください。
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新品



３-4 甲分水、乙分水の栓止め・撤去

分岐箇所が甲分水栓であった場合は、担当者に報告し処理方法の指示を受けるこ

と。 また、分岐箇所が乙分水栓であった場合は、断水又は木栓(吹き飛ばし)以外に

撤去方法が無いため、衝撃を与えないよう注意しながらコック止を行い、栓をしたのち

防食処理を行って埋め戻すこと。
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頭部

こま

ニップル口

下部

【甲分水栓】



4 . 新修理資材とマーカーロケーティング

４ｰ１ ＳＫＸ継手について

４ｰ2 マーカーロケーティングについて
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４ｰ１ ＳＫＸ継手について
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上田市上下水道局では、新修理資材として「ＳＫＸ継手」を採用しています。



４ｰ１ ＳＫＸ継手について
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４ｰ１ ＳＫＸ継手について
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４ｰ１ マーカーロケーティング
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地下には水道・ガス・電話・電力をはじめ様々な施設の埋設管路や埋設物が

敷設されています。

しかし、現行のロケーティングワイヤーでは、隣接されている埋設管を正確に

把握することが困難です。

この対策として、開発されましたのが、マー

カーロケーティングであり、このマーカーは、

他埋設管路に関係なく位置と深さを探知機

で確認することが可能です。

上田市上下水道局では、将来、工事での

事前確認や災害時での管路確認に活用す

るため、導入を進めています。



４ｰ１ マーカーロケーティング
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４ｰ１ マーカーロケーティング
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